
豊島区の特徴の整理

強み 弱み

１．共に支え

あう安全・安

心なまち

防災

治安対策

地域コミュニティ

住環境

・人口密度が日本一

・区内全区域に町会が存在

・区民ひろばを中心としたコミュニティの強化

・定期的かつ多様な防災訓練の実施

・木造住宅密集地域6地区で9つのまちづくり協議会が活動

・官民連携による居住支援協議会の活発な活動

・他自治体や各種団体との防災協定の締結

・ペット同行避難訓練

・公共施設(耐震補強等の耐震性)の偏在のない分布

・再開発で帰宅困難者等の防災対策強化を予定

・23区最多の給水器（熱中症対策）

・一人暮らし高齢者の割合が日本一高い

・外国人が増えることによる不安感の増加

・少子高齢化の進行による町会活動の担い手不足

・首都直下地震が30年以内に発生確率が70％と依然高い状況

・道路や公園などの都市基盤が脆弱かつ木造建築物が密集している地域が存在

・地震発生時の延焼リスクが高い

・人口の流動性が高く近隣住民同士の関係性が希薄

・町会加入率が44.3％と低い

・池袋駅周辺の繁華街の治安

・23区で最も高い空き家率

・人口密度日本一

・在住外国人の増加

・コミュニティの希薄化

・首都直下型地震

・地域区民ひろば

・不燃化特区の推進

・木造住宅密集地域

・無電柱化

・一人暮らし高齢者

・繁華街の治安

２．ぬくもり

のある子育て

しやすいまち

母子・父子保健

子育て支援

・切れ目ない手厚い子育て支援

（出産費用無償化、産後ケア、産後ドゥーラ・発達障害支援等）

・母子保健と児童福祉が連携した一体的な虐待予防、子育て支援の取り組み（こども家庭セン

ター、三機関連携会議、子育てネットワーク会議）

・経済的負担の軽減（学校給食費・私立幼稚園給食費等）

・保育園　待機児童ゼロ達成

・子どもスキップ　待機児童ゼロ達成

・医療的ケア児の保育を実施

・出生率が低い

・核家族化の進行

・不動産の価格が高く、居住面積が狭いこと（子育て世帯の他自治体への人口流出につな

がる）

・物価が高く、子育てに費用がかかる

・地域コミュニティが希薄な地域が多く、親が孤立する可能性が地方に比べ高い

・公園が狭く、家の近くにない（園庭がない）

・休日、夜間診療などの小児医療体制の不足

・消滅可能性都市

・低水準の出生率

・核家族化の進行

・共働き世帯の増加

・切れ目ない支援

・待機児童ゼロ

３．子ども・

若者が自分ら

しく成長でき

るまち

教育

子どもの権利

若者支援

社会的養護

・他自治体に先駆けた子どもの権利への取組

・全国で10番目に子どもの権利条例を制定（23区では3番目に制定）

・子どもが区政等について意見表明・参加する機会を参加しやすい形で設けている（としま子ど

も会議・子どもレター）

・子どもの権利侵害からの救済機関「としま子どもの権利相談室」の設置

・児童相談所の設置

・不登校対策の強化（全中学校区へのSSWの配置、ＶＬＰ（ヴァーチャル・ラーニング・プラッ

トフォーム）を実施）

・インクルーシブ教育の推進

・各学校への生理用品の配布

・外国人が多いことによる、日常的に多文化共生の意識を深めることができる環境

・一流の文化・芸術に触れることができる恵まれた環境

・地域人材等による教育支援を行う体制の整備

・SDGs事業で培った地域・学校との連携を活かしたコミュニティ・スクールの導入

・中高生の放課後の居場所が少ない

・不登校傾向・不登校児童・生徒の増加（全国的な傾向）

・子どもがのびのび遊べる場所が少ない

・子どもが家以外で勉強する場所が少ない

・特別な支援を要する子どもの増加

・ヤングケアラー

・児童・生徒の運動機会が減少している

・社会的擁護の受け皿としての里親が少ない

・未改築の学校施設の老朽化

・子どもの貧困・DV・居場所の不足

・ヤングケアラー

・不登校、特別支援

・子どもの権利擁護

・インクルーシブ教育

・若者支援

・遊び場

・コミュニティ・スクール

５．誰もが地

域で共に暮ら

せる福祉のま

ち

地域福祉

自立生活支援

権利擁護

・包括的相談支援事業（一体的な相談窓口）

・地域共生社会の推進

・CSW等を中心とした地域ネットワークづくり

・重層的支援体制の構築

・医療・介護分野の多職種連携体制

・文化の力を活かした社会参加支援

・障害者の地域交流、居場所である地域活動支援センターが他自治体に比べて比較的多い

・一人暮らし高齢者の割合が日本一高い

・単身者等（高齢者・障害者・20代等の若い世代）が多いことによる災害などの緊急時に

おける孤立の懸念

・介護、ひきこもり状態の方を抱える世帯における孤立や生活に対する負担感の増加

・家賃相場高騰下における居住支援対策

・一人暮らし高齢者

・障害者の重度・高齢化

・孤独、孤立

・8050問題

・地域共生社会の推進

・社会参加の促進

・居住支援

・高い単身世帯割合

・重層的支援体制

・ひきこもり

・医療ケア

・すずらんスマイルプロジェクト

６．生涯にわ

たって健康で

輝けるまち

健康

地域医療

保健衛生

スポーツ

・一人暮らしの高齢者が住みやすいまち

・在宅医療連携の進展

・ICTを活用した在宅医療・介護連携

・各種健(検)診・予防接種の充実

・生涯を通じた女性の健康の推進（若年層の健診、女性の健康専門相談）

・こころの健康づくり（自殺・うつ予防キャンペーン、こころまつり）

・保健所の移転

・一人暮らし高齢者の割合が日本一高い

・手軽に運動できる公園やスポーツのできる施設が少ない

・若い世代の各種健(検)診の受診率が低い傾向にある

・都内屈指の繁華街を抱え、飲食店が多いことにる食中毒の発生リスク

・三次救急に対応できる医療機関がない

・人生100年時代

・コロナ禍の意識変化

・若年検診受診低下

・健康危機管理

・心と体の健康づくり

・新保健所の整備

７．地球にも

人にもやさし

い持続可能な

まち

循環型社会

気候変動・脱炭素

生活環境保全

・SDGs未来都市

・環境教育の充実（ビオトープ、環境講座、区民・自治体との連携、環境啓発）

・森林環境譲与税を活用し他自治体と森林整備協定を締結

・民間企業と環境包括連結協定の締結及び豊島区環境アクション応援企業

・官民のｸｰﾙｽﾎﾟｯﾄの分布

・池袋駅周辺の地域冷暖房によるｶｰﾎﾞﾝﾏｲﾅｽの進展

・環境にやさしい行動の促進（デコ活）

・企業との連携による美化活動、シルバースターズによる環境美化

・としまクリーンサポーターとの連携

・ごみゼロデーの実施（１万人以上参加）

・効率的なゴミ収集

・プラスチック資源回収（容器包装・製品）の実施

・23区で最も狭い一人当たりの公園面積

・みどりが少ない（緑被率：13.2％～23区で19位）

・路上喫煙による受動喫煙

・集積所が約２万か所と多く、排出状況が良くない集積所も存在

・光化学スモッグやアスベストなどの都市特有の公害が発生

・限られた公衆喫煙所の設置数

・住宅の密集に伴い、騒音等の公害が伝わりやすい

・外国籍住民に対する、適正分別、適正排出に関する周知、改善が課題

・緑・公園が少ない

・気候変動

・SDＤs未来都市

・ごみの適正排出

・ゼロカーボン戦略

・３Rの推進

・としま”まちキレイ”プロジェクト

・給水器（23区トップ）

・デコ活

・プラスチック資源回収

８．誰もが居

心地の良い歩

きたくなるま

ち

都市再生

地域整備

公園・緑地

景観

・乗降者数世界3位のターミナル駅（池袋駅）を中心としたまちづくり

・再開発による、まちの変化・進化

・４つの公園を軸としたウォーカブルなまちづくり

・路面下空洞調査等による予防保全型の道路管理の実施

・道路、橋梁の健全度調査の実施

・職住学遊が近接した都市構造（ｳｫ－ｶﾌﾞﾙ都市の強み）

・官民連携の実績が豊富（本庁舎、Hareza、南池袋公園、ｲｹｻﾝﾊﾟｰｸなど）

・インクルーシブ遊具の設置

・池袋駅を乗り換えで利用する方が多く、駅外に出ていかない利用者も多い

・人が多く夜間を中心とした工事となるため、再開発に10年単位の時間を要する

・ターミナル駅池袋

・都市再生

・回遊性の不足

・バリアフリーの向上

・地域拠点の再生

・池袋周辺の４つの公園

・ウォーカブル（回遊性）

まちづくりの方向性
「としま」らしさ（特徴）

キーワード

４．多彩な文

化と産業で賑

わいにあふれ

るまち

文化振興

観光

商店街振興

産業振興

生涯学習

・文化的資本のうち、ソフト（マンガ、アニメ等）とハード（ハレザ、トキワ荘等）がバランス

よく調和

・区民や企業参加が活発かつ多様な文化ｲﾍﾞﾝﾄの開催

・多様な規模の劇場（ハレザ、あうるすぽっと、池袋西口公園野外劇場・としま区民センター）

・舞台・芸術が身近にある環境

・豊島区の文化財と文化活動（雑司が谷旧宣教師館や池袋モンパルナス等）

・交通の利便性が高く、来街者が多い

・人・モノ・企業が集積し、ビジネス環境に恵まれている

・ソメイヨシノ発祥の地

・主要駅付近の大規模な商店街から住宅地に近く地域の生活に密着した商店街など多種多様な商

店街

・高齢者、女性の就業者数が増加

・外国人就業者の割合が高い（23区中4位）

・女性起業家支援が充実（サクラーヌbiz応援プロジェクト）

・住所要件問わず登録可能で、全国最長22時まで開館するビジネス支援型の中央図書館

・文化芸術、産業における後継者不足

・文化事業が池袋に一極集中している

・人口の高い転出入により文化の定着が難しい

・外国人を対象とした文化事業が不足

・地価や家賃が高いことによる起業資金の高騰化

・商店会数および会員数の減少傾向、高齢化

・産業面での人手不足が深刻化（特に、福祉介護・飲食業などの労働集約型産業）

・消費者トラブルによる消費者相談件数の増加

・空きテナントや空家が有効利用されていない

・マンガアニメ、コスプレ

・舞台芸術・伝統芸能

・国内外からの来街者

・集積する民間企業

・地域ブランド強化

・地域産業の活性化

・ソメイヨシノ

・トキワ荘

・ふるさと納税

・池袋モンパルナス

・としま文化の日

・多様な文化・交流資源

・官民連携

・大規模商業施設

参考３－２


